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令和５年２月１日（水）、野沢温泉スキー場において、野沢温泉村遭難対策協議会・長野県警山岳遭
難救助隊と冬山合同訓練を行いました。「雪崩に巻き込まれた行方不明者がいる。」との想定のもと、
ビーコン（送受信機）やプローブ（約３メートルのアルミ製の棒）を使用し、迅速に救出するまでの
手順をそれぞれの機関が確認し合いました。
また、急斜面における搬送では、立木を支点としたロープによる降下・引揚げ訓練を行いました。
近年は、登山やバックカントリーの人気が高まっている一方で、これらに伴う事故も多く発生して

います。今後も各種訓練を重ね、救助体制の強化を図ってまいります。

■飯山消防署    TEL 62-0119  FAX 62-3347
■野沢分署     TEL 85-4119  FAX 85-3050
■栄分署      TEL 87-1119  FAX 87-1120
■ホームページ   http://www.iiyama-catv.ne.jp/~gakuhoku/

岳北消防本部
【お問い合わせはこちら】
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建物火災 7件

車両火災 1件

その他火災 5件 急病 1,117件

一般負傷
348件

交通事故
70件

その他 457件 交通事故 3件
機械による事故 2件
建物による事故

1件
その他 17件

春の訪れとともに多くなるのが、野焼きの燃え広がりによる火災です。
特に山林火災は、消火に必要な水の確保が困難な場合が多く、一旦燃え広がると消火に

時間がかかり、甚大な被害に繋がってしまうこともあります。

岳北消防本部管内では、４月８日から１４日までの間、春の火災予
防運動が実施されます。
春先は、強風や乾燥した気候により、火災が発生しやすい時期です。
火災はちょっとした気のゆるみから発生します。日頃から火の元、

火の取り扱いには十分気をつけましょう。

消防署からのお願い

・携帯灰皿を持つなど、たばこの吸い殻は絶対にポイ捨てしない
・農作業等、田畑で火を取り扱う際は、風のないときを選び、完全に火が消えたことを確認
するまではその場を離れない

・万が一、燃え広がった場合は、すぐに 119番通報をしてください

する時期です

の火災予防運動実施！

令和４年災害統計

火 災
13件（+3件）

救 急
1,992件（+250件）

消火に
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※（ ）は前年比

救 助
23件（+1件）

令和５年２月２日（木）、塩尻市文化会館において「第４４回長野県
消防職員意見発表会」が開催されました。
飯山消防署栄分署の伊東清哉消防副士長が岳北消防本部の代表と

して出場しました。
『防災力の向上』と題して、若い世代の防災意識向上に向け、小学

校行事である運動会で、会場にいるみんなで防災教育を行い、防災に
関心を持ってもらう提案について発表しました。
長野県下１３消防本部が参加する中、「優良賞」を受賞しました。
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